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一地学ニ ツ

箱根火山 尾尾峠~乙女持関の地質 (1) 

小川賢之輔

箱披火山はも風光明躍な日本の中でも?代表的な景観の地の一つである O 従って，ことに重明治以降

の杖をひく者あとをたたず，東京?横浜および周辺の?主要な観光地@保養地..~Ij荘地として発展をつ

づけ，今誌に至っている。往時はまさに，土井晩翠の詩で象徴された?中共の極j谷関をしのぐ天下の剣として，

の難所箱根八里が、臨麓の三島痛から東麓の小田原宿へ横断し p 山と人とのかもしだした秘話を?

数多く生んだことであった。近来はまた，名勝として海外に関こえ?来日外人の主たる観光地の 1っと

もなっている O

箱摂火山は?火山型として、外輪山@内輪山。中央火口丘@燥裂火口@火口原@火口原湖〈火口湖の

@火司壁@火口瀬@噴気(硫気)活動などをそなえ?活動の過程において F 大規模な泥流・軽石

流の噴出をみた F 典型的な二重火山(複式火山)を形成している。その上p 豊富な温泉群を有し?いわ

ゆる山紫水明の地として?春は援?夏は若葉，秋は紅葉p 冬は自警と，年間を通じて，まことにバラエ

ティーにとんだ、ゼイタクな供宴をほしいままにしている O さらに近くには，北に富士火山が，四季折

々の容で嬰まれ，南には山体に引続いて F 伊豆連山が?東には噴J鹿の大島および?初島を浮かべる相模

をへだ、てて F 房総。三浦の両半島が，西には駿河湾をへだてて予田子浦@三保@畠本平@御前崎が望

まれる O また?南東脚下には，これまた自本屈指の祖泉郷，熱海@伊東をはじめ?伊立半島祖泉群が存

し，これらを連ねる有料。無料のスカイライン@周遊道路などが四通八達して，箱根火山はまさに，

これら道路交通のセンターであるかのような p 観を呈している O

箱根火山研究史の上では，総合的には明治 30年代? 平林武i専土の研究後，幾多の研究報交の発表を

はさんでF 久野久博士がp ライフワークの lっとして箱根火山総合研究を遂げられたことは F まだ最近

のことに属している O

1971年憂，箱根火山外輪山北西部の?長毘峠~乙女峠間〈往時?箱根裏街道とよばれ?現在?国道

138号線〉を巡検する機会を得た。その結果?このノレートが?箱根火山を理解する上に?また，地質の

基礎的学習をすすめる上に，きわめてすぐれたフィールドであるこそがわかったO

以下、箱根火山のアウトラインを略述し?同火山の長屠峠~乙女峠間の路線地質を，やや詳しく述べ

ることによって?火山調査における F ルートマップ作製の，一つの例を紹介することにしたO

箱根火山の活動発達史

箱根火山の構造: 箱根火山は，複式カルデラである。

外側の外輪山は， I日期の外輪山でF 塔の蜂 (566m) ..明星ヶ岳 (923.9m) ..明神ヶ岳Cll16m)

* 静同県地学会副会長
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金時山(1213 m) "丸岳 (1154m) "長尾峠 (903m) "三国山 (1101m) "箱根峠 (849m) 4) 

白銀山 (992m) を結ぶ?平均諜高およそ 1000mの?環状の尾根に相当する O

内側の外輪山は p 新規の外輪山である O その噴出物は p 主として 9 東側の部分だけにみることができ

るが雪その飽宮ことに曹関側は?中央火口
うすい

碓氷峠@浅間山 (802m) 

の噴出物におおわれて苦見ることができない。すなわち p

ぴょうぶ

の巣山 (837m) "界風山(948巴)を結ぶ、平均諜高 800"'-'900m 

の，山頭部の平たい p 半月状をなして?外輪山の東の部分p および一部北の部分だけが残っている。
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第 1関 18期外輪山スカイライン

この 2つのカノレヂラ内には，台ケ岳(1064 m) ..小塚山(852悦)..神山(1483 m) .. 1325例蜂

@駒ヶ岳 (1327悦).. 山(1090悦)"下二子山 (1064m)など 7備の中央火口近群があっ

て9 これらが，ほぽ北北詔一 の線上(金時山一幕山構造線~金持山@幕山はいずれも，古期外輪

山の主な側火山~)に配列している。

外輪山と中央火口近群との間の低地は F 西側は水がたまって芦の湖〈火口原湖~火口湖の 1種〉とな

れそのつづきの低地は p 大涌谷爆裂時の岩清流と， I日芦の溺の水商低下 (10m) もあってー 現在の

仙石涼〉を形成している。

の湖の水は警かつては元箱根付近から? に排水されたこともあるが p 現在では?一部は人工

の深良用水として p 湖尻峠付近よれ トンネノレで北西麓に

は湖尻付近より北上し p 仙石原@宮城野をへて F 中央火口

れ?黄瀬J!Iに合流している O また?一部

の北側を迂回し p 新..I日期外輪山の東部

火口壁を破って，早111 (火口瀬〉となって流下し? に注いでいる O

2.箱根火山の形成発達史〈久野博士による)

箱根火山の噴出した地域は， のネックの部分であって，この付近には?箱援火山の活動する

以前に?次のような基盤岩類が分布していた O

(7) 湯河原火山岩類………地域の臨東部に

(6) 火山岩類…………地域の南部に

する o

する O ・ 世積洪
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¥ile--LEit--sノ(5) 駿河穣岩謄……………地域の北部に露出する O ……… 

(4) 足柄層群…...・H ・-・……地域の北部に露出する O ……………… 下部鮮新世〕

(3) 須雲}II安山岩類………須雲JI/流路に露出する O ……...・H ・-… i l 
ト上部中新世 i

(2) 早JlI凝灰角擦岩震……早}II..須雲J11流路に蕗出する。……… J ~J-t l'" t ""1 J，.:..:.o. 
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(1) 湯ケ ……早川@千議Ji!流路付近に露出する O

いわゆる に対比される O ………… 下部中新世

箱根火山は，このような基盤の上に? を形成する と断層および不整合関捺をもって雪次の

ようなI1展序で，形成発達した0

2 -1 古籍議火山: 第四紀洪績世に入ると， 8本の各地に，火山活動が盛んになったO これを!日期

火山活動とよんでいる----- (15万年---80万年以前 200万年以前) 0 吉箱摂火山すなわち!日期外輪山の

活動は?今から 45万年-39万年前のことで?高度約 3，000mの成層火山に したo I自期外輪山は，

山砕跨岩〈いわゆる集塊として岩質の上から，上@下 2部に分けられ?下部は主としてフ

岩)からな~ ，上部 として， 山岩(玄武岩に近い安山岩〉と，それにわずかの石英安山岩とから

からなっている。

2-2 金時山一幕山構造隷: 最初予久野博士によって，新崎)11構造線と命名された?箱根火山の重

要な構造線である O この構造線は，おおむね富士火山帯の走向に一致し， 出の潜在構造線@

第 2図 久野博士の金持出一幕山構造鰻(

側火山〈寄生火山〉として噴出したO

火山の裂か@丹那断層線などの走向とにている O

金時山一幕山構造線の活動は， 18期外輪山熔岩

噴出期の中頃とされている O この構造線の活動に

より，両側の山体(地塊〉が?方向を相反する傾

のような運動(蝶番断層〉をおこなったO

その結果，北東側山体は?北端部が隆起し F 甫西

側山体は甫端部が隆起したO

この変動に伴って?本議造線に沿った弱線に?

金持山(カンラン石シソ輝石安山岩熔岩および放

出物〉と，幕山(安山岩および布英安山岩〉が?

2-3 古期カルデラ〈第 1揚力)J;ヂラ〉の形成: 吉箱根火山形成後，山体に，マグマだまりの上部

から，火山体の内部に向って?環状の割れ自を生じ，割れ自に閤まれた円柱状の山体が，マグマだまり

に向かつて落ち込んだ、。そのため，鍋状の陥没地ができて(グレンコウ型カルデラという) ，古期カル

デラを生じたO

2-4 新期箱接火山: 吉期カノレデラ形成の後，しばらく侵食にさらされた期間があって?カルデラ

内部は平塩化された O その後(約 13万年前) ，再び火山活動がはじまりく日本の中期火山活動，....， 1万

年以前-15万年以前) ，主として酸性安山岩ないし 2 石英安山岩が流出し，低い楯状火山が形成され

たO その後?主として軽石流の大噴出 4回を含む，火山活動があったO この最後のものは，東京パミス

として知られている O
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久野博士(1950 )による籍寂火山中央部地質略図第 8悶

新期箱摂火山活動による F 軽石流の大量噴出は F2期カルデラ〉の形成:新期カルデラ〈2-5 

(クラカトア型カ

一部中央火口正噴出物におおわれた

ラ内部が再び絡没して

は p

一時的な減圧をひきおこし p 古期カノレ

ラの
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りF 古期カノレデラと重なっていることもあって，カルデラ壁を追跡することができない。

2-6 中央火口丘群の活動: 新期カノレヂラに引き続き型金持山一幕山講造線に沿って，カノレデラの

ほぼ中央部に F 台ヶ岳@小域山@神山。 1325m蜂@駒ヶ岳@上ニ子山 e 下二子山など 7つの火口丘

が，北{弱から高{員Hに向かつて雪次ぎ次ぎに噴出し?一部は新規カルデラを，その噴出物の下にかくして

しまったO それは， 4 "'"' 5万年以前 5，000年以前(日本の新規火山活動期は 1万年以降〉までので

きごとであったO

〈籍担火山地禁の詳締については F

~を参照されたい。〉

「箱根火山の地学案内J"'"'静関県地学会資料・ 19 

長尾峠~乙女峠関のJレートマッ

を実施する場合， 7ー を の準備@ の実施@事後処理を経て?結論づけ

了@レポート{乍裂をもって，その調査は一段落ということになる O

〔文献〕 事前準備以前，広い意味では事前準錆に含まれることながら?既に p テーマの設定(研究主

~研究調査目的〉があり F 一般には安一応，文献参照、がおこなわれる。文献参照によって p テーマの

適否が一層明確になり 3 調査の留意点のチェックに，完壁を期すこともできるにちがいない。そのこと

はF 直ちに?調査実施の際，ポイントを選確に捕え?無駄を無くすことにより?能率をアップし，究極

的には，調査の完壁を期すことに通じている O

しかしながら，ことに注業しなくてはならないことは?参照した文献が先入主となって?誤った岳然、

観に陥たらないように留意することである O 飽面?文献に対して p あまりに批判的になり，みだりに文

献をヒボウするようなことは?学問をする者の人格(学風〉の上からも?学問に対する心構えの上から

も，先人の業績に対する礼儀という点からも?注意したいものであるし?文献

科学発達史的関掃のあることも，心得ておく必要があろう O

〔調査用具@地形国@装身異〕 調査のための寂装@用具，その他持ち物などの準備については，詳し

と との閣に，

くは別蓄や，静岡県地学会巡検案内などを参照されたい。しかしながら F このルートで特に必要な装身

具は，落石を予想してヘルメットを用意することと F 用いる地形図は 5万分の 1"'"'沼津@御殿場@箱

根@小田原@熱海 2万 5千分の 1"'"'御殿場@関本などがある O

調査用地形閣は 2万 5千分の 1であっても p 小縮尺に過ぎるので?これを更に，写真にとって拡大

したれ路線を拡大して書き写したりして準備する必要がある O たとえば 2万 5千分の 1地形図では?

100 mが4慨 ・ 5万分の l地形図では 100mが 211加に表現されているので，山道などの屈曲は表現さ

れていなかったれ地形の省略なさ?が普通にみられる O また，実際に地形図に地質現象を記入する場合，

複雑した地質現象や， 100 mにもみたない自然現象を表現することは，菌難なことである O

地形国上の道路など p 路線の屈曲が正しく表現されていない場合には，地形図を単に拡大しただけで

は，ほとんどその使用目的が達せられないので，地質の予察をかねてマッピングしたり，拡大修正して，

正確な路線図をつくっておく必要がある o (路上測閣については，別書を参照されたい。)

〔議査J(..ートの決定〕 一般に，ある地域の地震調査をする場合には，スタンダード・ノレートを選定し

て，スタンダード・ノレートマップを作り，これを検討し，拡大して調査をすすめることが，常道として

n
d
 

q
J
 



おこなわれているようである O

スタンダード・ノレートの条件は，そのルートが，まず，地域の地質現象(地震構造・地警捧造など)

を縦断していること，テーマの研究に最も適していること，地域の主要な地質現象が観察できること，

が良好なこと(日本では，一般に，表土が摩く・広く分布するために，河谷が多く利用され，とき

には，新らしい連続した切り通しをもっ道路・道路等の工事現場などが利用される o )，できれば交通

便利で，宿泊が容易であれば，これにこしたことはない。

〔岩費調査@襟本の採集〕 調査地域に立入る場合，前以って，その手続きをしておかないと，思いも

よらない，わずらわしい支障を生ずることがある O 従って，個人の所有地は個人に・公の所有地はその

筋に・障や県の所有地はそれぞれの官庁に，事前に了解・許可を得ておくことが無難である O

箱根火山一荷の調査にあたって留意すべきは，まず国立公閣内のことであるから，ハンマーでの

調査や標本採取は，必要最少限度に留め，採取してよい場所かどうか，十分考慮してかかるべきである O

また 9 標本採取などで生じた岩屑は，よく取り片付け，ことに道路に散乱したまま放罷しないように，

後元しておかなければならない。

また，崩壊の危険性も大きいので，十分注意しなければならないし，へんメットは是非蕃用したい。

〔露顕観察〕 露頭の観察にあたっては，調査話的によって，精組@選択の差はあるが，基本的に，常

にテーマを念頭におき，間賠を解明したり，新らしい問題を発見して，解明と関連づけることにより，

すぐれた結論を導くように心掛ける O

は，正しい自然観に立脚して， に大局的に観察しながら，ミクロの現象まで見逃が

さない技術と習'損を身につけ，活用することが， 肝要なことである O そのためには， J品去およ

して，境象を確実に捕えることが要求さび現在の知識・法則に当てはめたり，立脚しながら，

れる O

従って，

どで，後に

しかた(

など)， 

際の脊無・

然観察しなければならない事柄を見落して，再調査するむだのないように，また，工事な

なわれでも支障のないように心掛ける O 例えば，岩石の見かけ

-傾斜，麗摩，重なりかた，整合・不整合などの関係，岩駅，断膚，侵食面の有無

・岩石の特徴(色，構成・構造の種類，組織・組成・粒度・密度およびそれらの変化，孔

・大きさ・形@方向性，硬さ・脆さ，露関・節理，自飽捕獲岩，変質の有無・

の有無などい の ，それらの相互関係， の -水平方向の しかた，熔岩流とし

ての流れ方向(どの方向からどの方向に，どんな流れ方をしたか)，その能~を，ハンマー・ルーペ・

クリノメーター・メジャ…などを用いて.できるだけ精密に調査する O

次に，その観察結果をブィーノレドノートに記入し，露頭ナンパーを与えて，地形図上・ルートマップ

-フィーノレドノート・ -スケッチ・ などを，正確に一致させておく O のスケッチは，な

るべく正確に，しかも重要な現象は，必要に応じて誇張したり，模式化したり，拡大する O フィーノレド

ノートには，観察・測定した現象を，綿密にメモするはもちろん，発克した問題点や，解明できた問題

をしっかりメそしておく O また，写真撮影の場合，現象の規模がわかるように，スケーノレを添えて

す必要も多いし，撮影方向などのメモをとる必要もある O

要するに， Iもう さなければ，分からないJということのないようにしておく O
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〔譲本の諜築〕 察本の採集にあたっては，特殊の話的がなければ，その岩石を代表する，新鮮な(風

化を受けていない)部分を ，6cmX8cmぐらいの大きさでとり，マジックインキで寵ちにナンパーを

入しておく O また，同じ岩石でも，必要にj応じ，例えば，岩艇のマージナノレファシス。岩石中の

-特に含まれている鉱物など，向田か採集することがある O なお，獄築時，諜本に，

の正確な寵北方向(あるいは走向・額斜)・上下などを，マジックインキで記入する必要も生じる O 同

時に，薄片作製用小片も，手摩 9・機械欝り，それぞれに夜、じた大きさのものを採集し，組の壊本と

じらないように，こん匂しておく O

詳細については，小]/1

を参照されたい。)

-鉱物・化石検鏡試料作製の手引きJ'"'-'静岡県地学

として，長く保存したし な などの ， 7cmx 10cm以上の大きさ と

よいO

-傾斜・厚さ・長さなどを計測するはもちろん，貫入のし万・節理・クラッ

の荷経・状態・程度，中心部から母岩との接触部に向かつての，鉱物の

どの変化・孔際の量・形態・大きさ・並び方などの変化，色の変化な

どを るO

に関係した火山活動・ -地殻運動，貫入の時

期，岩脈の

〔繍麗〕

の務合構語)，および，地形への影響などを見落さないようにする O

・クラックなどについては，露出するすべてを，綿密に観察側定し，それ

らの法則性を帰納・演えきすることによって，それらの

することが必要である O

例えば，断躍について，基本的には，走向・傾斜・スリッケンサイド(断麗鏡肌'断j欝擦痕)とその

傾斜(どの方向へ。何度の綴斜で・どのように移動したか)・岩層の変位(上。下垂直移動~落差，水

平移動~水平方向のズレ)。断層の輯，断層粘土・断層角擦の有無および状態，断層破砕帯の有無・状

態，断層による岩層の変形および岩石の変質の有無，地質区との関係，地形への影響などを観察し，断

の持つ を， したり， させたり

のもつ意義 地質構造上の意義・規模などを，おさえておかなければならない。

〔火山灰、表土〕 岩j曹に挟在し，あるいは，岩震を被覆して分布する，火山灰および類似の火山放出

物は，応々にして重要な意味をもっ場合があるので，その意味を見落さないようにしなくてはならない。

火山灰や類似の噴出物は，風向・風力に支配されて，運搬され，堆積するが，多くの場合，大量に放出

されるので，堆讃物の

に特色があると(例えば，

あっても，広い地域を覆って分布する場合が多い。したがって，噴出物

・火山岩津などを含む場合い鍵層として役立つし，他の火山の噴出物

がはさまると，噴火史の対比や，各種地質現象(例えば，噴出物がのっているかどうかによって，段丘

や侵食面，火山放出物の噴出など)の時期・時代を対比したり，火山活動史研究にも，有力な手がかり

となる O

このたびの，長尾峠一乙女峠関のノレートマップ作製は，最初にテーマを設定してはじめたものではな

い。ある巡検を案内するための下調べが主践であったO しかしながら 9 このルートは，火山体であるの

「ひっ、U



し， I日期外輪山を構成する

に，観光用道路が整備されているため，切り通しの盤が多く，かつ連続する上に，金時山一幕山構造線

北器部に

すなわち，

成層の特徴，

と

がよく観察される O

それぞれ構成する熔岩の岩栢・ の相違，

，金時山一幕山構造線の地毅運動と密接な関係をも

の著しい岩相・

をそなえた上・下部関の

っ，規則制のある，しかもバラエティーに嘗んだ断層群・岩脈群が，約 3.5Kmにわたって，数多く観察

される O

また，長培峠から東に向かつて， I日期外輪山 として よび，間質火山砕屑

として玄武岩火山砕屑岩~いわゆる集塊岩~および熔岩)ー側火山丸岳噴出物

として安山岩熔岩お

よび，同質火山砕屑岩の

)一最上部火山灰膚

岩の

御
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場
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第 4関 長尾峠ー乙女持問地質鴎 (久野簿土原問。小J/I一部改訂〉
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として 山の火

山灰~いわゆるローム

の願に露出している O

その1-:.このルートは

風光絶佳で，箱根火山の

示す模式カルデラの地形

!日:期外輪山と火口

央火口丘群・火口原湖・

火口原・火口瀬・嬢裂火

口・岩屑流はんらん原・

熔岩尖搭・続気などの

観や，そこに展開する現

代文化景観を，

の中に，心ゆくまで観察

することができる O


